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研究成果の概要（和文）：高齢者の免疫低下は、肺炎などの感染症、発癌をもたらす。本研究では、高齢者の免疫機能
を上げる為に、リンパ組織においてどのようなメカニズムで加齢によって制御性T細胞が増加しているのか、を解析す
る事を目的として研究を行った。加齢マウスで特有に増えている制御性T細胞のサブセットを見出す事ができ(Yamazaki
 et al, manuscript in preparation)、現在、その機能を中心に解析を継続している。

研究成果の概要（英文）：Immune suppression in aging contributes to developing serious infection and 
cancer. To improve the immune suppression in aged population and contribute to expand healthy aged 
people, we invested the mechanisms how regulatory T cells are increased in aging using aged mice. We 
found that a special subset of regulatory T cells that increased in aged mice (Yamazaki et al, manuscript 
in preparation), and the research is ongoing currently.
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１．研究開始当初の背景 
 
 高齢化社会が進んでいる日本では、今後も

高齢者の割合は増加を続け、2060年には2.5

人に 1 人が高齢者になる（内閣府発表）。超

高齢化社会を迎えて、医療費も高額化し、

社会問題となっている。 今の日本には高齢

者の健康寿命をのばす方法の開発が必要で

ある。高齢化社会で増加している癌、感染

症、自己免疫疾患、メタボリックシンドロ

ームに伴う慢性炎症などの治療に貢献する

ために、本研究にて高齢化に伴う免疫異常

機構を解明する。 高齢者の免疫異常の回復

を実現し、高齢者の健康寿命を延長する事

を目指す。高齢者の免疫異常を上手に制御

する方法が開発されれば、社会的にも大変

意義がある。 

  加齢に伴う免疫異常の一つとして、申請

者らは、加齢に伴う免疫低下は、加齢とと

もに増加する制御性 T 細胞による免疫抑制

が一因である、という事を示した（Nishioka 

T,…,Yamazaki S, Sakaguci S et al. J Immunol 

2006)。加齢に伴い増加する制御性 T 細胞は

末梢において、特に腸管において、抗原と

TGF-の刺激により誘導される peripheral 

induced Treg(pTreg) で あ る 事 が 米 国

Memorial Sloan Cancer CenterのA. Rudensky

のグループにより報告された( Josefowics et 

al. Nature, 2012) 。pTreg は主に腸管の常在

菌やその代謝産物により維持されている事

は本田賢也慶応大教授のグループなどによ

り見出された(Atarashi et al. Nature 2013; 

Furusawa et al. Nature 2013;Arpaia N et al. 

Nature 2013; Smith PM et al. Science 2013; 

Atarashi et al. Science 2011)。これと対照的に、

胸腺により自然に選択され thymus-derived 

Treg（tTreg)は生後３日目より末梢に存在す

る。 tTreg の末梢での維持には紫外線が重

要である可能性を申請者らは示した

(Yamazaki S* et al J Immunol 2014;. 

*Corresponding author) 。 

 

 制御性 T 細胞を中心とする免疫制御機構

の研究は、世界中の多くの免疫学者で激し

い競争がなされている領域である一方、 加

齢に伴う免疫異常の研究は、超高齢化社会

を迎える日本においてもあまり進んでいな

いのが現状である。 

   
 
２．研究の目的 
 
 高齢化に伴う免疫系の異常は、多岐にわ

たる。高齢化社会を迎え、高齢者の肺炎の

よる死亡の増加のため、肺炎による死亡は、

脳血管疾患を超え、現在の日本人の死因の

3 位となっている。高齢者の肺炎は、高齢

化に伴う感染症に対する抵抗性の低下によ

ると考えられる。高齢化に伴い癌の発生率

は上がるのも免疫低下が一因といわれてい

る。さらに、 加齢に伴う免疫異常には、免

疫の低下による感染症や発ガンに関わるの

みでなく、加齢に伴い発症するメタボリッ

クシンドロームなどの慢性炎症、自己免疫

疾患の発症にも関わっている。 確実に超高

齢化を迎えている日本にとっては加齢に伴

う免疫異常の研究は欠かせない。   

 高齢者の免疫低下は、肺炎などの感染症、

発癌をもたらす。本研究では、高齢者の免

疫機能を上げる為に、加齢に伴う制御性 T

細胞による免疫抑制を解除する方法への貢

献を目指した。本研究にて、加齢に伴う免

疫異常のメカニズムを解明する事で高齢者

の健康寿命を上手に制御する事に貢献でき

る。  
 
３．研究の方法 
 
 今回、リンパ組織においてどのようなメ

カニズムで加齢によって制御性 T細胞が増

加しているのか、どのようなサブセットの

制御性 T細胞が増加しているのかを、解析

する事を目的として研究を行った。１年６



ヶ月以上の年齢の老化マウスと２−３ヶ月

令の若いマウスを比較する事で解析した。

マウスは C57BL6 マウスを使用した。リンパ

節、脾臓、皮膚などの制御性 T細胞につき、

FACS, real time PCR による解析を主に行

った。 制御性 T 細胞は、抗 Foxp3 抗体

(eBioscience)、抗 CD4 抗体(Biolegend)に

よる染色にて同定した。 FACS は BD 

FACSVerse による multiple color 解析を行

った。 

 

４．研究成果 

   

 若いマウスと比較すると老化マウスのリ

ンパ系組織ではFoxp3+CD4+制御性T細胞が

増加している事を確認した。加齢マウスで

特有に増えている制御性 T細胞のサブセッ

トを見出す事ができ、その機能を中心に解

析した。興味深いことに、老化マウスの皮

膚において は Foxp3+CD4+制御性 T 細胞の

増加に有意差は認められなかった。脾臓、

リンパ節などで制御性 T細胞が特異的に集

増加、集積するメカニズムがあると考えら

れ、そのメカニズムを解析した。その結果、

老化マウスのリンパ系組織で増加している 

Foxp3+CD4+制御性 T細胞に特異的に高く発

現するケモカインレセプターを同定する事

ができた。ケモカインレセプターとリガン

ドの発現の差が、老化マウスにおける

Foxp3+CD4+制御性 T細胞の集積に関与して

いると示唆され、リガンドの発現について

現 在 解 析 中 で あ る (Yamazaki et al, 

manuscript in preparation.)。 
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